様式第１号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）
水産イノベーション対策推進事業交付申請書

年　月　日

静岡県漁業協同組合連合会

代表理事会長　　氏　　　　名　　様

所　　在　　地　　　　　　　　　

名　　　　　称　　　　　　　　　

代表者職・氏名　　　　　　　　　
年度において水産イノベーション対策推進事業を実施したいので、補助金を交付されるよう関係書類を添えて申請します。

１　事業の内容

別添の事業計画書のとおり

２　補助事業に要する経費及び補助金交付申請額

補助事業に要する経費　　　　　　　円

補助金交付申請額　　　　　　　　　円

３　補助事業完了予定期日　　　　　年　月　日

（注）　法人その他の団体にあっては、以下の項目についても記載すること。

　　　　責任者　職・氏名

　　　　作成者　職・氏名

※添付書類

１　法人の場合

・誓約書（別紙様式１）

・現在事項全部証明書（原本）又は履歴事項全部証明書（原本）

２　個人の場合

・誓約書（別紙様式１）

・個人事業の開業等届出書の写し又は確定申告書の写し（いずれも税務署の受付印が押印されたもの）

３　団体の場合（(1)の法人を除く。）

・誓約書（別紙様式１）

・団体の組織及び運営に関する規約等

別紙様式１（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）
誓約書

　当社（私、当団体）は、下記１から３までのいずれにも該当せず、また、将来においても該当しないことを誓約します。

この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることとなっても、異議は一切申し立てません。

記

１　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成３年法律第77号)第２条第２号に規定する団体（以下「暴力団」という。）

２　代表者が暴力団員等(暴力団の構成員又は暴力団の構成員でなくなった日から５年を経過しない者をいう。以下同じ。)又は暴力団員等と密接な関係を有する者

３　暴力団、暴力団員等又は暴力団員等と密接な関係を有する者がその事業活動を支配するもの

静岡県漁業協同組合連合会

代表理事会長　　　薮田　国之　　　様

年　　月　　日

所　　在　　地

名　　　　　称

代表者職・氏名　　　　　　　　　　　　　　

（署名又は記名押印）

様式第２号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

水産イノベーション計画書（申請者が個人の場合）

１　申請者の概要
	氏名
	
	電話番号
	

	
	
	FAX番号
	

	住所
	

	E-mail
	

	漁業種類・経営の種類

※１
	

	所属する団体

※２
	

	支援チーム担当

※３
	団体名（　　　　　　　　　　　　　　）　氏名（　　　　　　　　　　）


※１　「漁業種類」については、申請者が営む主たる漁業種類と漁獲する主な魚種を、「経営の種類」については、業種と主要製品・サービスを記入すること。

※２　「所属する団体」については、「○○漁業協同組合」「○○加工組合」等、所属している団体がある場合はその名称を記入すること。（ない場合は空欄）

※３　「支援チーム担当」は、今回の申請を行うに当たって相談した団体及び相談を受けた相談員等の氏名を記入すること。

２　今般申請する事業（取組）を計画するに至った背景

	経営の現状・課題（問題点）　※４

	


　　※４　・自らの経営状況がわかるデータ（主要な水揚げ魚種、出荷先、売上等）を記載すること。

・過去数年の状況と比べて、あるいは、今後の見通し等を踏まえて、現在の経営状況をどのように評価しているか記載すること。

・現在の経営を通じて何が課題となっているのか、あるいは、今般申請する事業（取組）を計画するきっかけとなった問題点等を記載すること。

３　今後の経営の方向性・方針
	


　　「２　今般申請する事業（取組）を計画するに至った背景」を踏まえて、今後の経営戦略や課題解決の方向性・方針を具体的に記載すること。（今回申請する事業（取組）の詳細については、様式第３号に記載）

４　今般申請する事業（取組）の分野及び目標の種別（該当する箇所をチェック　レ　）

	分野
	目標

	□　水産振興
	□　経営革新計画の承認基準となる経営指標と同等レベルの目標

□　浜プラン等の公的に定められた目標に準じた数値目標
□　その他、合理的な根拠に基づき、独自に設定する目標

	□　水産資源の管理・増殖
	□　静岡県資源管理指針の資源管理目標に準じた目標
□　その他、合理的な根拠に基づき、独自に設定する目標

	□　人材確保
	□　経営革新計画の承認基準となる経営指標と同等レベルを目指すことを前提とした場合の人材確保・育成計画の数値目標

□　その他、合理的な根拠に基づき、独自に設定する目標


５　今般申請する事業（取組）の目標の達成に向けた計画

(1) 目標の詳細

	


今般申請する事業（取組）を実施することにより、最終的に達成しようとする目標を数値等で具体的に記載すること。

(2) 目標の達成に向けた計画

	年次計画
	内容

	１年目
	　　年度

（補助事業年度）
	

	２年目
	　　年度
	

	３年目
	　　年度
	


様式第２号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

水産イノベーション計画書（申請者が法人又は法人以外の団体の場合）

１　申請者の概要
	名称
	
	創業年月

(団体は設立年月)
	年　　月

	業種

(体は事業の種別)
	
	常時使用する従業員数

(団体は職員数 ※１)
	　　　　人

	主要製品・サービス

(団体は事業内容)
	

	所属する団体

※２
	

	担当者
	氏名
	
	所属・職名
	

	
	所在地
	

	
	電話番号
	
	FAX番号
	

	
	E-mail
	

	支援チーム担当

※３
	団体名（　　　　　　　　　　　　　　）　氏名（　　　　　　　　　　　　）


※１　組合組織については、組合員数も記入すること。

※２　「所属する団体」については、「○○漁業協同組合」「○○加工組合」等、所属している団体がある場合はその名称を記入すること。（ない場合は空欄）

※３　「支援チーム担当」は、今回の申請を行うに当たって相談した団体及び相談を受けた相談員等の氏名を記入すること。
２　今般申請する事業（取組）を計画するに至った背景

	経営の現状・課題（問題点）　※４

	


　※４　・自社の経営状況がわかるデータ（自社の主要製品の生産・出荷量、出荷先、売上等）を記載すること。

・過去数年の状況と比べて、あるいは、今後の見通し等を踏まえて、現在の経営状況をどのように評価しているか記載すること。

・現在の経営を通じて何が課題となっているのか、あるいは、今般申請する事業（取組）を計画するきっかけとなった問題点等を記載すること。

３　今後の経営の方向性・方針
	


　　「２　今般申請する事業（取組）を計画するに至った背景」を踏まえて、今後の経営戦略や課題解決の方向性・方針を具体的に記載すること。（今回申請する事業（取組）の詳細については、様式第３号に記載）

４　今般申請する事業（取組）の分野及び目標の種別（該当する箇所をチェック　レ　）

	分野
	目標

	□　水産振興
	□　経営革新計画の承認基準となる経営指標と同等レベルの目標

□　浜プラン等の公的に定められた目標に準じた数値目標
□　その他、合理的な根拠に基づき、独自に設定する目標

	□　水産資源の管理・増殖
	□　静岡県資源管理指針の資源管理目標に準じた目標
□　その他、合理的な根拠に基づき、独自に設定する目標

	□　人材確保
	□　経営革新計画の承認基準となる経営指標と同等レベルを目指すことを前提とした場合の人材確保・育成計画の数値目標

□　その他、合理的な根拠に基づき、独自に設定する目標


５　今般申請する事業（取組）の目標の達成に向けた計画

(1) 目標の詳細

	


今般申請する事業（取組）を実施することにより、最終的に達成しようとする目標を数値等で具体的に記載すること。

(2) 目標の達成に向けた計画

	年次計画
	内容

	１年目
	　　年度

（補助事業年度）
	

	２年目
	　　年度
	

	３年目
	　　年度
	


様式第３号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

事業計画書（変更事業計画書、事業実績書）

１　事業のテーマ（30字程度で簡潔に記載）

	


２　新しさのポイント（イノベーションの要素）

	


　これまでとの違いを具体的に記載すること。

３　事業の内容

	内容
	実施（予定）時期

	
	


４　得られる効果

	


　事業実績書の場合は、得られた効果を記載すること。

様式第４号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

収支予算書（変更収支予算書、収支決算書）

１　収入の部

	区  分
	予算額
(変更予算額)
(決　算　額)
	(予　算　額)
	比　　　　　較
	備　　　考

	
	
	
	
	

	
	
	
	増
	△減
	

	補助金

自己資金


	円 


	円 


	円 


	円 


	

	計
	
	
	
	
	


２　支出の部

	区　分
	予算額
(変更予算額)
(決　算　額)
	(予　算　額)
	比　　　　　較
	備　　　考

	
	
	
	増
	△減
	

	
	円 


	円 


	円 


	円 


	

	計
	
	
	
	
	


